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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】雨水対策が必要な部分全体に屋根を設け、ステ
ップを使って防音ケースの上に登る際には、屋根が邪魔
にならないようにする。
【解決手段】防音ケース１上面の、ステップ７より前側
の部分を、前側屋根部材８で上面の側縁から外側に突き
出して覆い、ステップ７より後側の部分を、後側屋根部
材９で上面の側縁から外側に突き出して覆う。さらに、
前側屋根部材８と後側屋根部材９の互いに対向する上縁
部を固定連結板１０ａで連結する。そして、固定連結板
１０ａに可動連結板１０ｂを蝶番１０ｃで結合し、前側
屋根部材８と後側屋根部材９の互いに対向する上縁部の
、固定連結板１０ａで連結されない残り部分を、可動連
結板１０ｂで開閉可能な状態で覆い、ステップ７から防
音ケース１の上に登る際には、可動連結板１０ｂを上に
開けて登る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンと、該エンジンにより駆動される作業機本体とを箱形の防音ケース内に収納し
たエンジン駆動作業機であって、
前記防音ケースの片側の側面中央部に、上下方向に設けられたステップと、
前記防音ケースの上面の、前記ステップより前側の部分を、上面の側縁から外側に突き出
して覆う前側屋根部材と、
前記防音ケースの上面の、前記ステップより後側の部分を、上面の側縁から外側に突き出
して覆う後側屋根部材と、
前記前側屋根部材と前記後側屋根部材の互いに対向する上縁部の、前記片側の側面とは反
対側の部分間を連結する固定連結板と、
該固定連結板と蝶番で結合され、前記前側屋根部材と前記後側屋根部材の互いに対向する
上縁部の、前記固定連結板で連結されない残り部分を、開閉可能に覆う可動連結板と
を備えたことを特徴とするエンジン駆動作業機。
【請求項２】
　前記前側屋根部材と前記後側屋根部材は、前記片側の側面とは反対側から前記片側の側
面側に向かって低くなるように傾斜して設けられたことを特徴とする請求項１に記載のエ
ンジン駆動作業機。
【請求項３】
　前記固定連結板が前記可動連結板の上側に重なるように結合されたことを特徴とする請
求項２に記載のエンジン駆動作業機。
【請求項４】
　前記前側屋根部材と前記後側屋根部材の前後両端縁を屋根上面より高くしたことを特徴
とする請求項１，２又は３に記載のエンジン駆動作業機。
【請求項５】
　前記防音ケースは、上面中央部を横断するように溝状の凹部が設けられ、該凹部の中央
部に掛け渡すように棒状の吊り金具が設けられたものであり、
前記固定連結板と前記可動連結板との結合部は、前記吊り金具より前記固定連結板側に設
けたことを特徴とする請求項１，２，３又は４に記載のエンジン駆動作業機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋外で使用されるエンジン駆動発電機，エンジン駆動溶接機，エンジン駆動
コンプレッサ等のエンジン駆動作業機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　屋外の建設工事等で使用されるエンジン駆動作業機は、金属製の防音ケース内に発電機
，溶接機，コンプレッサ等の作業機本体及び該作業機本体を駆動するためのエンジンが収
納されている。そして、作業機の運転中には、作業機本体，エンジン，エンジンのインタ
ークーラ，ラジエータ，マフラ等が発熱するため、図１２に示すように、防音ケース１に
、吸風口２と排風口３を設け、内部でエンジンファンを回転させて、外気を吸風口２から
取り込み、それを防音ケース１内に流して各部を冷却した後、排風口３から排出する。
【０００３】
　防音ケース１の上面中央部には、防音ケース１を横断するように溝状の凹部５が設けら
れ、該凹部５の中央部に掛け渡すように棒状の吊り金具６が設けられている。また、防音
ケース１の高さが高い機種では、防音ケース１の側面中央部に、ステップ７が上下方向に
設けられていて、点検整備等で必要があれば防音ケース１の上に登られるようにしている
。
【０００４】
　このようなエンジン駆動作業機を屋外で使用すると、降雨時に、吸風口２等から防音ケ
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ース１内に雨水が浸入して、内部の各種設備の誤作動を招くおそれがある。また、防音ケ
ース１の側壁には、点検保守用にドア４が設けられているが、それらのドア４の隙間から
雨水が浸入するおそれもある。
【０００５】
　そこで、従来、例えば特許文献１に示されるように、防音ケース１の吸風口２等が設け
られている部分の上縁部に樋を設けて、防音ケース１の上面から流れ落ちる雨水を集めて
吸風口２等が設けられていない部分に流し、吸風口２等に雨水が流れ込まないようにした
技術が提案されている。
【０００６】
　また、防音ケース１の上に、防音ケース１の上面より幅広で、吸風口２等の上部を覆う
屋根を設けて、吸風口２等に雨水が流れ込まないようにしたエンジン駆動作業機も開発さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】登録実用新案第３０８４４３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の、防音ケース１の上縁部に樋を設けたエンジン駆動作業機で
は、樋の清掃等のために防音ケース１の上に登るとき、図１２のエンジン駆動作業機のよ
うに防音ケース１の上に登るためのステップ７が設けられた機種では、ステップ７の上方
に樋があると、樋が障害になって登りにくくなる。また、ステップ７が設けられた部分を
避けて樋を設置すると、樋を設けない部分から雨水が流下してしまい、万全な雨水対策が
できなくなるという問題点があった。また、ステップ７がない機種においては、防音ケー
ス１の上に登るとき、梯子を用意して樋の外側に掛ける必要があり、その分、設置スペー
スに余裕を持たせなければならないという問題点があった。
【０００９】
　また、防音ケース１の上に屋根を設けたエンジン駆動作業機でも同様に、点検整備等の
ために屋根の上に登る際、ステップ７が設けられた機種では、ステップ７の上方に屋根の
軒が伸びていると、軒が障害になって登りにくくなる。また、ステップ７が設けられた部
分を避けて屋根を設置すると、屋根を設けない部分から雨水が流下してしまい、万全な雨
水対策ができなくなるという問題点があった。また、ステップ７がなく、梯子を使う場合
は、梯子を屋根の外側に掛けなければならず、その分、設置スペースに余裕を持たせなけ
ればならないという問題点があった。
【００１０】
　本発明は、そのような問題点に鑑み、梯子を使わずに防音ケースの上に登ることができ
、雨水対策が必要な部分全体に雨除けが設けられ、防音ケースの上に登る際には、その雨
除けが邪魔にならないようにすることを目的とするものである。
【００１１】
　前記課題を解決するため、本願の請求項１にかかる発明は、エンジンと、該エンジンに
より駆動される作業機本体とを箱形の防音ケース内に収納したエンジン駆動作業機であっ
て、前記防音ケースの片側の側面中央部に、上下方向に設けられたステップと、前記防音
ケースの上面の、前記ステップより前側の部分を、上面の側縁から外側に突き出して覆う
前側屋根部材と、前記防音ケースの上面の、前記ステップより後側の部分を、上面の側縁
から外側に突き出して覆う後側屋根部材と、前記前側屋根部材と前記後側屋根部材の互い
に対向する上縁部の、前記片側の側面とは反対側の部分間を連結する固定連結板と、該固
定連結板と蝶番で結合され、前記前側屋根部材と前記後側屋根部材の互いに対向する上縁
部の、前記固定連結板で連結されない残り部分を、開閉可能に覆う可動連結板とを備えた
ことを特徴とする。
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【００１２】
　また、本願の請求項２にかかる発明は、請求項１にかかる発明において、前記前側屋根
部材と前記後側屋根部材は、前記片側の側面とは反対側から前記片側の側面側に向かって
低くなるように傾斜して設けられたことを特徴とする。
【００１３】
　また、本願の請求項３にかかる発明は、請求項２にかかる発明において、前記固定連結
板が前記可動連結板の上側に重なるように結合されたことを特徴とする。
【００１４】
　また、本願の請求項４にかかる発明は、請求項１，２又は３にかかる発明において、前
記前側屋根部材と前記後側屋根部材の前後両端縁を屋根上面より高くしたことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、本願の請求項５にかかる発明は、請求項１，２，３又は４にかかる発明において
、前記防音ケースは、上面中央部を横断するように溝状の凹部が設けられ、該凹部の中央
部に掛け渡すように棒状の吊り金具が設けられたものであり、前記固定連結板と前記可動
連結板との結合部は、前記吊り金具より前記固定連結板側に設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項１にかかる発明においては、片側の側面中央部にステップが設けられ
た防音ケース上面の、前記ステップより前側の部分と後側の部分とを、それぞれ、上面の
側縁から外側に突き出す前側屋根部材と後側屋根部材とで覆い、前記前側屋根部材と前記
後側屋根部材の互いに対向する上縁部の、前記片側の側面とは反対側の部分を固定連結板
で連結し、該固定連結板と蝶番で結合された可動連結板で、前記前側屋根部材と前記後側
屋根部材の互いに対向する上縁部の、前記固定連結板で連結されない残り部分を開閉可能
に覆った。その結果、梯子を使わずに防音ケースの上に登ることができる上、雨水対策が
必要な部分全体に、屋根及び連結板よりなる雨除けが設けられ、ステップを使って防音ケ
ースの上に登る際には、可動連結板を上に開くことにより、何の障害もなく登ることがで
きる。
【００１７】
　また、請求項２にかかる発明においては、請求項１にかかるエンジン駆動作業機におい
て、前側屋根部材と後側屋根部材は、前記片側の側面とは反対側から前記片側の側面側に
向かって低くなるように傾斜して設けられたので、前側屋根部材，後側屋根部材及び連結
板の上に落ちた雨水は、ステップが設けられている側だけに流下し、反対側には流下しな
いため、そちらの側では、流下する雨水に邪魔されずに作業できる。
【００１８】
　また、請求項３にかかる発明においては、請求項２にかかるエンジン駆動作業機におい
て、固定連結板が前記可動連結板の上側に重なるように結合されたので、固定連結板側か
ら流れ落ちてくる雨水が、そのまま可動連結板に流れて、固定連結板と可動連結板の隙間
から入り込まないようになる。
【００１９】
　また、請求項４にかかる発明においては、請求項１，２又は３にかかるエンジン駆動作
業機において、前側屋根部材と後側屋根部材の前後両端縁を屋根上面より高くしたので、
高くした端縁が雨水ガイドとなって、前側屋根部材及び後側屋根部材の上を流れ落ちる雨
水が屋根板の前後端部からこぼれ落ちなくなる。
【００２０】
　また、請求項５にかかる発明においては、請求項１，２，３又は４にかかるエンジン駆
動作業機において、防音ケースは、上面中央部を横断するように溝状の凹部が設けられ、
該凹部の中央部に掛け渡すように棒状の吊り金具が設けられたものであり、固定連結板と
可動連結板との結合部は、吊り金具より固定連結板側に設けたので、連結板を取り付けた
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ままでも、可動連結板を開けるだけで吊り金具にクレーンのフックを掛け、移動させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例に係るエンジン駆動作業機を示す図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】前側屋根部材を示す図である。
【図４】図３のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】後側屋根部材を示す図である。
【図６】屋根取付ブラケットを示す図である。
【図７】連結板を示す図である。
【図８】固定連結板を示す図である。
【図９】可動連結板を示す図である。
【図１０】固定連結板と可動連結板の連結部を示す図である。
【図１１】第２実施例の連結板を示す図である。
【図１２】従来のエンジン駆動作業機の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００２３】
　図１は、本発明の一実施例に係るエンジン駆動作業機を示す図である。図１において、
符号１～７は図１２のものに対応しており、８は前側屋根部材、９は後側屋根部材、１０
は連結板、１１，１２は屋根取付ブラケットである。なお、前側屋根部材８には、冷却水
給水カバー８ａが設けられていて、図示はしないが、その下側には冷却水の給水口が設け
られている。
【００２４】
　本発明では、図１２に示したようなエンジン駆動作業機の上面に、前側屋根部材８と後
側屋根部材９を設け、それらの間を連結板１０で連結している。前側屋根部材８は、防音
ケース１の上面の、ステップ７より前側の部分を覆い、後側屋根部材９は、防音ケース１
の上面の、ステップ７より後側の部分を覆っている。そして、前側屋根部材８と後側屋根
部材９は、図２にＡ－Ａ断面を示すように、ステップ７が設けられている側から、その反
対側に向かって高くなるように傾斜させていて、しかも、防音ケース１上面の側縁から外
側に突き出して覆うようにしている。
【００２５】
　その結果、上空から降ってきた雨水は、前側屋根部材８，後側屋根部材９及び連結板１
０により遮られて、防音ケース１側面の吸風口２やドア４には当たらないようになる。ま
た、前側屋根部材８，後側屋根部材９及び連結板１０の上に落ちた雨水は、ステップ７が
設けられている側だけに流下し、反対側には流下しないため、各種操作部をそちらの側に
設ければ、流下する雨水に邪魔されずに作業できる。
【００２６】
　次に、各部の詳細な構造を説明する。
　図３は、前側屋根部材を示す図である。この前側屋根部材８は、エンジン駆動作業機の
防音ケース１の上面の、ステップ７より前側に設置される。上面を覆う屋根板８ｃは下側
に複数本平行に配置された断面コの字状の屋根補強材８ｂで支えられ、人が上に載っても
耐えられるようになっている。また、前記冷却水給水カバー８ａを取り付ける冷却水給水
口８ｆも設けられている。
【００２７】
　傾斜している屋根板８ｃの上下端部は、下方に折り曲げられて側板８ｈ，８ｉが形成さ
れ、それらにより側面部が封止されている。また、屋根板８ｃの前端部には側板８ｊが取
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り付けられ、その下端部には、前側屋根部材８を防音ケース１のフロントルーフにボルト
止めするためのフロントルーフ取付部８ｅが設けられている。また、屋根板８ｃの後端部
には、上端部に連結板１０を取り付けるための連結板取付部８ｄが設けられた側板８ｋが
取り付けられている。また、図４にＢ－Ｂ断面図を示すように、連結板取付部８ｄの下側
には、前側屋根部材８の後端部を防音ケース１の上面にボルト止めするための取付片８ｍ
が設けられている。そしてまた、前後の両側板８ｊ，８ｋの上端縁は、屋根板８ｃの面よ
り上方に突き出るようになっていて、雨水ガイドとして、前側屋根部材８の上を流れ落ち
る雨水が屋根板８ｃの前後端部からこぼれ落ちないようにしている。
【００２８】
　図５は、後側屋根部材を示す図である。この後側屋根部材９は、エンジン駆動作業機の
防音ケース１上面の、ステップ７より後側に設置される。上面を覆う屋根板９ｃは下側に
複数本平行に配置された断面コの字状の屋根補強材９ｂで支えられ、人が上に載っても耐
えられるようになっている。
【００２９】
　傾斜している屋根板９ｃの上下端部は、下方に折り曲げられて側板９ｈ，９ｉが形成さ
れ、それらにより側面部が封止されている。また、屋根板９ｃの前端部には、上端部に連
結板１０を取り付けるための連結板取付部９ｄが設けられた側板９ｊが取り付けられてい
る。また、屋根板９ｃの後端部には側板９ｋが取り付けられている。また、図示はしない
が、前側屋根部材８の取付片８ｍと同様に、連結板取付部９ｄ下側には、後側屋根部材９
の前端部を防音ケース１の上面にボルト止めするための取付片が設けられている。そして
また、前後の両側板９ｊ，９ｋの上端縁は、屋根板９ｃの面より上方に突き出るようにな
っていて、雨水ガイドとして、後側屋根部材９の上を流れ落ちる雨水が屋根板９ｃの前後
端部からこぼれ落ちないようにしている。
【００３０】
　これら前側屋根部材８と後側屋根部材９は、ボルト、及び、図６に示すような屋根取付
ブラケットを使って、防音ケース１に取り付けられる。そのため、予め、防音ケース１の
左右両側及び上面の必要箇所にウェルドナットを取り付けておく。
【００３１】
　図６に示すように、屋根取付ブラケット１１，１２は、防音ケース１の左側用と右側用
とで左右対称の形をしている。それぞれ支持板１１ａ，１２ａに作業機取付板１１ｂ，１
２ｂ、屋根補強材取付板１１ｃ，１２ｃが設けられ、それらにはボルト孔１１ｄ，１１ｅ
，１２ｄ，１２ｅが設けられている。
【００３２】
　前側屋根部材８の屋根補強材８ｂ、及び、後側屋根部材９の屋根補強材９ｂの位置に合
うように、防音ケース１の側面に取り付けた上記ウェルドナットに、作業機取付板１１ｂ
，１２ｂを合わせ、屋根取付ブラケット１１，１２をボルトで取り付ける。その後、前側
屋根部材８と後側屋根部材９の各屋根補強材８ｂ，９ｂを、屋根取付ブラケット１１，１
２の屋根補強材取付板１１ｃ，１２ｃに合わせて載置し、ボルトで止める。さらに、前側
屋根部材８のフロントルーフ取付部８ｅを、防音ケース１のフロントルーフとボルトで共
締めし、前側屋根部材８後端部の取付片８ｍと後側屋根部材９前端部の取付片を、予め取
り付けておいたウェルドナットにボルト止めする。
【００３３】
　このようにして、前側屋根部材８と後側屋根部材９を防音ケース１に取り付けたら、前
側屋根部材８の連結板取付部８ｄと後側屋根部材９の連結板取付部９ｄが、連結板１０の
幅で平行に対向することになる。その上に連結板１０を載せてボルト止めする。その連結
板１０は、次のような構造になっている。
【００３４】
　図７は、連結板を示す図である。連結板１０は、固定連結板１０ａと可動連結板１０ｂ
を蝶番１０ｃで連結して構成される。固定連結板１０ａは、前側屋根部材８の連結板取付
部８ｄと後側屋根部材９の連結板取付部９ｄに、ボルトで固定されるが、可動連結板１０
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ｂは、蝶番１０ｃにより固定連結板１０ａに結合し、端板１０ｆ部で前側屋根部材８の連
結板取付部８ｄ、後側屋根部材９の連結板取付部９ｄの垂直部にボルト止めされ、そのボ
ルトを外すと、図７に点線で示すように、上方に開くことができる。また、固定連結板１
０ａの上面には、可動連結板１０ｂを全開した際の緩衝材として、ゴム脚１０ｄが取り付
けられている。
【００３５】
　図８は、固定連結板を示す図である。固定連結板１０ａの上面は、前側屋根部材８，後
側屋根部材９と同じ角度で傾斜しており、側縁部は折り曲げて、曲げ強度を強くしている
。そして、上端部には、端板１０ｅが垂直に設けられている。また、他端部の可動連結板
１０ｂとの連結部分の裏面には、断面Ｌ字状の補強材１０ｈが設けられている。
【００３６】
　図９は、可動連結板を示す図である。可動連結板１０ｂの上面も前側屋根部材８，後側
屋根部材９と同じ角度で傾斜しており、側縁部は折り曲げて、曲げ強度を強くしている。
また、下端部には、端板１０ｆが垂直に設けられており、他端部の固定連結板１０ａとの
連結部分の裏面には、断面Ｌ字状の補強材１０ｉが設けられている。さらに、端板１０ｆ
の裏側には、コの字状の取手１０ｇが設けられていて、可動連結板１０ｂ開閉の際に、そ
の取手１０ｇに手を掛けて操作できるようにしている。
【００３７】
　固定連結板１０ａと可動連結板１０ｂの連結部は、図１０に示すように、可動連結板１
０ｂが固定連結板１０ａの下側になるように重ね合わせていて、固定連結板１０ａ側から
流れ落ちてくる雨水が、そのまま可動連結板１０ｂに流れて、固定連結板１０ａと可動連
結板１０ｂの隙間から入り込まないようにしている。そのように固定連結板１０ａと可動
連結板１０ｂの間に段差を付けるために、可動連結板１０ｂと蝶番１０ｃとの間には、平
座金１０ｊを２枚重ねている。
【実施例２】
【００３８】
　上記実施例では、固定連結板１０ａと可動連結板１０ｂとを繋ぐ蝶番１０ｃの位置を、
防音ケース１の吊り金具６よりも可動連結板１０ｂ側にしたため、連結板１０を取り付け
ると、吊り金具６の上を固定連結板１０ａで覆ってしまい、エンジン駆動作業機を移動さ
せる必要が生じた場合に、連結板１０を取り外さなければ、吊り金具６にクレーンのフッ
クを掛けることができない。
【００３９】
　そこで、この実施例では、図１１に示すように、蝶番１０ｃの位置を、防音ケース１の
吊り金具６よりも固定連結板１０ａ側にした。このようにすれば、連結板１０を取り付け
たままでも、可動連結板１０ｂを開けるだけで吊り金具６にクレーンのフックを掛けるこ
とができるようになる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　防音ケース
　２　吸風口
　３　排風口
　４　ドア
　５　凹部
　６　吊り金具
　７　ステップ
　８　前側屋根部材
　８ａ　冷却水給水カバー
　８ｂ，９ｂ　屋根補強材
　８ｃ，９ｃ　屋根板
　８ｄ，９ｄ　連結板取付部
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　８ｅ　フロントルーフ取付部
　８ｆ　冷却水給水口
　９　後側屋根部材
１０　連結板
１０ａ　固定連結板
１０ｂ　可動連結板
１０ｃ　蝶番
１０ｄ　ゴム脚
１０ｅ，１０ｆ　端板
１０ｇ　取手
１０ｈ，１０ｉ　補強材
１０ｊ　平座金
１１，１２　屋根取付ブラケット
１１ａ，１２ａ　支持板
１１ｂ，１２ｂ　作業機取付板
１１ｃ，１２ｃ　屋根補強材取付板
１１ｄ，１１ｅ，１２ｄ，１２ｅ　ボルト孔

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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